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長崎県環境保健研究センター 



ま え が き

平成１９年度は、環境保健研究センターにとって、名実ともに、新たなスタート台に立

った、まさに時代を画する記念すべき年となりました。

本号は、新たな施設での研究活動に基づく、初年度の研究業績を表したものです。

研究活動については、当センター運営計画に基づき「循環型社会づくり 「閉鎖性水域」

の環境浄化・水辺環境づくり 「豊かで健全な環境の確保 「食の安全・安心の確保 「感」 」 」

染症の究明・拡大防止」を重点研究目標と定めて取り組んでおり、これにより県民生活の

質の向上や地域の諸課題解決に向けた新たな技術の開発、産学官の連携による新たな産業

興しへ繋がる研究開発を通じて、確たる研究成果の創出に向け努力を行っております。

平成１９年度からは、特別研究として「温泉・浴場施設における日常的なレジオネラリ

スクのオンサイト評価方法の確立に関する研究」を、経常研究として「底生水産生物を利

用したメンテナンスフリー型内湾環境修復技術の開発 「野生動物の病原体保有状況に関」

する研究」を、行政要望課題として「最終処分場における硫化水素ガス発生対策に関する

研究」の合計４課題に新たに着手し、平成１８年度から継続して実施している連携プロジ

ェクト研究並びに特別研究の各１課題、経常研究３課題、行政要望課題３課題の合計１２

課題について、実用化・事業化を念頭においた研究開発を行うほか、基礎的研究や行政需

要にマッチした課題に計画的に取り組んでいるところです。

更に、運営計画の中で、当センターの主要な機能である教育研修機能の充実・強化の一

環として 「開かれた環境保健研究センター推進事業」を始めました。、

この事業は、地域リーダー等の育成、県民の学習活動の支援、一般県民へのセンター公

開などを主旨としており、例えば、環境保健豆博士１００人養成大学事業は、当センター

の独自の学習プログラムにより、地元小学生を対象に、良好な環境保全意識の醸成、各種

実験を通じた科学的真理への探求心の助長など、次代を担う子供達への積極的なサポート

により社会貢献を担うという視座に基づき開始したものです。

ところで、昨年末から今年にかけて、輸入冷凍加工食品への有害物質の混入問題により

全国的に複数の健康被害者を発生するなど、大きな社会問題となりましたが、当センター

もこの件で、迅速かつ的確な検査、分析を行いました。

幸いなことに、県内では１人の健康被害者を出す事もなく大事には至りませんでした。

また、新型インフルエンザについては、世界的な大流行（パンデミック）も念頭に、緊

急事態の発生に備えて、国内はもとより、世界中で警戒態勢の強化が行われており、当セ

ンターも県内の各関係機関による合同訓練への参加は言うに及ばず、九州各県の衛生研究

、 、 。所等との様々な情報交換 技術研修 訓練の実施など連携の強化に努めているところです

当センターは、従来、県の内部組織に位置づけられていましたが、設置条例の制定によ

り、今年度から地方自治法第２４４条に規定する住民の利用に供する公の施設として、社

会的役割を果たす組織であることも明確になりました。

研究機能の充実強化に一層注力することは当然のこととして、更に教育研修機能、情報

発信機能等への積極的な対応を図り、県民により身近で、民間や大学等の研究機関と連携

した、開かれた研究所を目指してまいります。

今後とも、皆様方のご支援、ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

平成２０年１１月

長崎県環境保健研究センター所長 仁 位 敏 明
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